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必要なのは僅かな変化

突然ですが、皆さんは今日、家
のどこで寝るのでしょうか。寝
室？いつものあの場所？そうです
よね。寝室は寝るための部屋です
から、そこで寝るのが普通です。
わざわざ寝具を移動させるのも大
変なので、寝る場所は決まってい
て当たり前です。それでも今日は、
いつも寝るはずのないあの部屋、
あの場所に、布団を敷いて寝てみ
ませんか。そんな僅かな変化でも、
いつもと違った1日が過ごせるか
もしれません。
弁護士生活も3年が経過し、あ
りがたいことに毎日忙しくさせて
もらっています。ただ、忙しさが
増すとともに、生活が単調になっ
ていると感じていました。起きて、
仕事をして、食べて、寝る。その
繰り返し。いつの間にか私生活に
変化がなくなっていました。かと
いって、何か大きな変化を起こす
にはあまりに毎日が忙しい。
そんなある日、家に遊びに来て
いた彼女が熱を出し、直ちに行っ
た抗原検査で幸い陰性だったた
め、そのまま我が家で様子を見る
ことになりました。ただ、万が一
のことを考え、寝る場所を離すこ
とにしたのです。彼女を寝室に残

し、私はいつもご飯を食べている
ダイニング兼キッチンに布団を移
動させました。もちろん、今の家
に住み始めてから一度もそんな場
所で寝たことはありません。いそ
いそと寝る準備を整え、布団に
入って周りを見ると、いつにない
高揚感に襲われました。
子どもの頃に、ドラえもんを見
て押し入れで寝ることに憧れた
り、意味もなくリビングに布団を
敷いて寝てみたり。そんなことに
何故かとてもわくわくしていたこ
とは誰しも（？）あるかと思いま
す。まさにその感覚がフラッシュ
バックして、その日は不思議と充
実した気分で寝ることができまし
た。朝起きると、目覚ましが置い
てある位置や、起き上がる方向が
違うことすらも新鮮で、まるで旅
行に来ているよう。自分でもまさ
かこんな小さな変化でここまで心
が弾むものかと思いましたが、そ
こから2週間ほどは、寝る向きを
反対にしてみたり、色々と布団を
動かしたりして、びっくりするほ
ど楽しむことができました。
結局生活を単調にしていたのは
自分自身の心であり、ちょっとの
工夫と変化で日々を楽しめるとい
うことを実感させられる体験でし
た。

睡眠への情熱

写真は、家にある枕の一部です。
理想の枕を追い求めてもう何年に
なるでしょうか。睡眠に対してた
だならぬ情熱を燃やしており、睡
眠アプリを導入したり、気温や湿
度を整えたり、その日の天気や気
圧を記録したりして、良い睡眠の
再現性を高めようとしています
が、いまだに掴めていません。そ
んな私の最近の興味は、睡眠の質
を高めるという謳い文句の「Yakult
（ヤクルト）1000」です。話題沸
騰の商品のため、近所のスーパー
ではいつも売り切れで見当たりま
せんが、最近高確率で購入できる
場所を見つけました。こんなとこ
ろに書くとライバルが出てくるか
もしれませんが、裁判所に来るヤ
クルトレディの方はどうやら結構
な量の在庫を抱えているようで
す。ぼんやりしていると裁判所職
員の方がわらわらと集まり買い占
めていくので、見かけたら早目の
購入をおすすめいたします。�
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